
プロティノスの
「すべての魂は一体をなしているのか」IV-9-(8)

1
われわれは、「われわれ各人の魂は、
肉体のいたるところに全体としてそな
わっているのであるから、一体をなして
いる」と主張しており、その魂の或る部
分は肉体のここにあるが別の部分はあ
そこにあるわけではないのであるから、
そのような意味では、われわれ各人の
魂は、事実のうえでも一体をなしてい
るのである

3�そのような意
味では、われわ
れ各人の魂は、
事実のうえでも
一体をなしてい
るのである

4�そして感覚作用を営む生
きもののばあいにも、同様
に感覚作用を司る魂がそ
の生きもののいたるところ
に偏在しており、また植物
のばあいにも、その各部分
のいたるところに、植物的
な作用を営む魂が全体とし
て偏在しているのである

6�すると、はた
して、私の魂も
あなたの魂も、
いや、すべての
魂が、そのよう
な意味で一体
をなしているの
であろうか

8�そして、宇宙のばあ
いにも、万有に内在する
魂は嵩において部分に
分けられているのでは
なくて、万有のいたると
ころに同じものとして偏
在しているのであるか
ら、一体をなしているの
であろうか

9�私の内なる魂
は一体をなして
いるのに、な
ぜ、万有の内な
る魂が一体をな
していないこと
があろうか

10�宇宙の
魂も、嵩で
もなければ
物体でもな
いのである

そこで、もし私の魂もあ
なたの魂も宇宙の魂か
ら生じたものであって、
その宇宙の魂が一体を
なしていたのであれ
ば、私の魂とあなたの
魂は一体をなしている
のでなければならない
ことになるであろう

12�だが、これに対し
て、もし宇宙の魂も私
の魂もともに一なる魂
から生じたのであれ
ば、その時でもやはり、
すべての魂が一体をな
しているのでなければ
ならないことになるであ
ろう

では、その
一なる魂と
は、どのよう
な魂なので
あろうか

14�しかし、その問題よ
りも先に、「各個人の魂
が一体をなしているよう
に、すべての魂は一体
をなしている」という主
張が正しいのかどうか、
ここで検討してみる必
要がある

15�というのも、
もし私の魂と別
の或る人の魂
が一体をなして
いるとすれば、
奇妙なことが起
こってくるからで
ある

16�すなわち、私が知覚す
れば別の人も知覚すること
にならなければならなかっ
たであろうし、私が善人で
あればその人も善人でなけ
ればならず、私が欲求すれ
ばその人も欲求するのでな
ければならないことになっ
たであろうし、

一般的に言って、われ
われはたがいに経験を
同じくし、かつ宇宙とも
経験を同じくしなけれ
ばならないことになっ
て、結局は、私が作用
を受ければ宇宙もこれ
に気付かねばならない
ことになったであろう

20�それに、す
べての魂が一
体をなしている
とすれば、どうし
て或る魂には分
別能力があり、
別の魂には分
別能力がない
のであろうか

どうして或る
魂は動物に
宿り、別の
魂は植物に
宿るのであ
ろうか

22�だが、他方、もし「すべ
ての魂は一体をなしてい
る」とみなすべきではないと
すrば、宇宙は一体をなして
いるのではないことになる
であろうし、魂たちの一つ
の源を見出すこともできな
いことになるであろう

2
事実、まず第一に、私
の魂と別の人の魂が一
体をなしているとして
も、そのことが直ちに
「合成体（としての私）と
合成体（としての別の
人）が同じである」こと
に結びつくわけではな
いのである

なぜなら、二つ
の異なった肉体
に同じものが宿
っていても、そ
の同じものがそ
の二つの肉体
のなかで同じこ
とを経験するわ
けではないから
である

4�たとえ
ば、動いて
いる私の内
なる人間の
ばあいがそ
うである

5�すなわち、私
は動いていて、
あなたは動いて
いないばあい
に、私の内なる
人間は動いてい
るけれども、あ
なたの内なる人
間は静止してい
るのである

肉体を動
かす、魂
が、内なる
人間である

7�そしてこのばあい
に、「私の内なるも
のとあなたの内なる
ものは、同じもの
（同じ魂）である」と
考えても、別に奇妙
なことでもなけれ
ば、人びとの考える
ほど不可解なことで
もないのである

9�だから、必ず
しも、「私が知
覚すれば、他の
人もまったく同
じことを経験す
る」ということに
はならないので
ある

10�なぜなら、
一つの肉体の
ばあいでも、一
方の手の経験
を感知するのは
他方の手では
なくて、その肉
体全体に宿って
いる魂だからで
ある

11�だから、もし私
の経験をあなたも
知るのでなければ
ならないとすれば、
その前に、私の肉
体とあなたの肉体
は合体して、或る一
つの肉体となる必
要があったであろう

そのようにして、
私の魂とあなた
の魂が結びつい
た時にのみ、同
じことを知覚す
ることになるの
である

14�他方、一つの肉
体に起こることであ
ても、全体としては
これに気付かないこ
とも多く、肉体の嵩
が大きければ大き
いほど、その傾向が
あると考えるのが妥
当だろう

15�たとえば巨大な海
棲動物のばあいに言わ
れることであるが、たと
えその部分が何らかの
作用を受けても、その
刺激が微小なので身体
全体では少しも意識さ
れないばあいがこれに
当たるといえよう

19�つまり、或る一部分が影響を受け
ても、それのテュポス（印影）に対する
感覚知が明らかな形をとって全体のす
みずみにまで達するとは、必ずしも言
えないのであって、そこにシュンパスケ
イン（共感）があることは不合理でもな
ければ否定すべきことでもないのであ
るが、しかし、感覚される印影が作られ
るとは、必ずしも言えないのである

23�なお、同じものが或
る人のなかでは動き、
別の人のなかでは静止
していることが不可能
ではないとすれば、わ
れわれの魂が私のなか
では徳を持ち、別の人
のなかでは悪徳を持つ
としても、別に奇妙なこ
とではないであろう

24�なぜなら、
われわれは、
「多には絶対に
与らない」という
意味で「われわ
れの魂は一つで
ある」と言ってい
るのではなくて

ーーなぜなら、
そういうことは、
われわれの魂よ
りも優れたピュ
シス（もの）にの
み許されるべき
ことなのである
からーー

「われわれの魂は一つであ
り、かつ多でもあるのであっ
て、<諸物体の領域に生じ
る分割可能な有>を分有す
るとともに、他方では<不可
分なる有>を分有する。だ
から、われわれの魂は一つ
である」と言っているからで
ある

29�なお、私のばあいに
例をとってみると、私の
一部分に生じた経験は
必ずしも私の全体に影
響を及ぼすわけではな
いけれども、私のなか
の<より高度の原理>に
生じたことは、部分に何
らかの影響を及ぼすの
である

30�これと同じよう
に、われわれからの
作用が宇宙全体に
寄与するかどうかは
明らかではないけ
れども、宇宙から個
別的なものに影響
が及ぶことは明らか
である

なぜなら、われ
われはしばしば
全体者と経験を
ともにすること
があるからであ
る

3
さらに、別の
諸々の事実から
も理が告げるよ
うに、われわれ
はたがいに共感
しもするのであ
る

すなわち、われ
われは見てとも
に苦しんだり、
見て和らいだ気
持ちになったり
するのであっ
て、もともと他
人への愛に惹
かれる者なので
ある

3�そして、つま
るところ、この
ト・ピレイン（友
愛）は、おそらく
共感に基づいて
いるのであろう

それに、もし呪文や一
般に魔術が人びとをた
がいに引き寄せたり、遠
くにいる人びとに共感を
起こさせたりするのであ
れば、それは疑いもな
く、魂が一つで一体を
なしていることによるの
である

6�それにまた低い
声で静かに語られ
たことばが遠くのも
のに影響を与え、測
り知れないほど離れ
た場所にあるものに
耳を傾けさせること
もあるのである

8�これらの事実
からして、「魂は
一体をなしてい
るから、すべて
のものは一体を
なしている」とい
う事実をするこ
とができるであ
ろう

10�では、もし魂が
一つで一体をなし
ているのであれば、
どうして或る魂には
分別能力があるの
に、別の魂には分別
能力がなく、また或
る魂は植物的な魂
でさえあるのであろ
うか

13�魂の不可分な
る部分は肉体のな
かで分割されるの
ではないのである
から、これを分別能
力のあるものの領
域に配置しなけれ
ばならないが、肉体
にかかわって分割さ
れる部分は

ーーこの部分もそれ
自体では一つであ
るけれども、肉体に
かかわって分割さえ
ることにより、その
肉体のいたるところ
に感覚を提供する
のであるーー

これを魂の別の能
力とみなさねばなら
ず、また魂のうちで
肉体を形成し制作
する部分も、これを
別の能力とみなさ
ねばならないのであ
る

17�だが、魂の
能力が多様だ
からといって、
魂が一つでは
ないということに
はならないので
ある

18�なぜなら、
種子に宿る能力
も多様である
が、種子は一つ
で、この一つか
ら多様なる一が
生じるからであ
る

19�すると、そ
れらの能力のす
べてが肉体のい
たるところにあ
るわけではない
のなぜであろう
か

20�一つの魂が肉体のいたるところ
にあると言われるばあいでも、感覚
はその肉体のあらゆる部分に似て
いるものとして位置を占めているわ
けではないし、ロゴス（分別能力）も
肉体の全体に位置を占めているの
ではなく、また植物的な能力も、感
覚が位置を占めていない部分にも
位置を占めているのである

23�とすると、なぜその
栄養を司る能力は、わ
れわれの魂からも派生
しなかった栄養を与え
られて養われるものは
全体者の一部分だから
であって、この部分はま
た受動的にのみ感覚を
持っているのである

22�しかし、そ
れにもかかわら
ず、それらの能
力は、肉体を離
れると、一つへ
ともどっていくの
である

だが、もし肉体
の栄養を司る能
力が全体者に
由来するのであ
れば、その能力
は宇宙霊そのも
のでもあること
になる

とすると、なぜ
その栄養を司る
能力は、われわ
れの魂からも派
生しなかったの
であろうか

25�栄養を与え
られて養われる
ものは全体者の
一部分だからで
あって、この部
分はまた受動的
にのみ感覚を持
っているのであ
る

26�これに対して、知性
の助けを借りて判定を
下す感覚は個別的なも
のに属するのであって、
個別的な魂は全体者に
よって形成されているも
のを、その感覚によって
形成する必要がなかっ
たのである

もしこの全体者
に形成作用が
あってはならな
いのであった
ら、個別的な魂
が形成作用を
行なったであろ
う

4
すべての魂を一
つへと還元して
も驚き怪しむこ
とのないように
と、以上のこと
が述べられたの
である

しかし、魂はどう
して一つである
のか、さらに筋
道を追って調べ
ていくことにした
い

では、はた
して、すべ
ての魂は一
なる魂から
生じるから、
一つなので
あろうか

もし一なる魂か
ら生じたのであ
れば、その一な
る魂が分割され
ることによって、
多なる魂が生じ
るのであろうか

4�それとも、そ
の一なる魂は全
体としてとどま
っていながら、し
かも、自分自身
の側から多なる
魂を作りだすの
であろうか

5�だが、自分自
身は一なる魂と
してとどまりな
がら、その自分
自身から、どの
ようにして多な
る魂を作りだす
のであろうか

7�そこで、われわれに神の
御加護のあらんことを祈っ
たうえで、「もしほんとうに
魂が多であれば、それ以前
に一なる魂がなければなら
ず、その一なる魂から多な
る魂が生じるのでなければ
ならない」と言うことにしよう

9�かくして、もしその一なる
魂が物体であれば、その物
体が分割されることによっ
て多くの個別的な魂が生じ
るのでなければならず、そ
の際に生じる個別的な魂
は、そのあり方においてまっ
たく異なったものであること
になるであろう

11�そして一なる魂が同質
部分的なものであれば、そ
こから生じた個別的な魂た
ちは全体として同一のエイ
ドス（形）を持っているのだ
から、そのすべてが同質の
ものとして生じているので
あって、異なるのは嵩にお
いてのみであることになら
ねばならないであろう

13�そして、もしそれらが嵩を
基体とし、その嵩に基づいて<
魂であること>を得ているので
あれば、それらの魂はたがいに
異なった魂であることになるけ
れども、エイドス（形）に基づい
て<魂であること>を得ている
のであれば、それらの魂は形に
おいて一つの魂であることにな
らねばならないだろう

15�だが、そうであれば、多
くの肉体のなかに同じ一つ
の魂があることになり、この
多くの肉体に宿る一つの魂
よりも先に、多くの肉体に宿
ることのない別の魂もあっ
て、その魂から多くの肉体
に宿る一つの魂が生じたこ
とにならねばならない

17�そして後者は、いわば
一つのものに宿る一つの魂
からいたるところに及んで
いる影のようなものである
ことになる、つまり、多くの
蜜蝋が一つの指輪から同じ
印影を受けいれて写しだし
ていることになるわけである

21 しかし、もし<一なる魂
が分割されることによって、
多なる魂が生じる>とした
ら、その一なる魂は多くの
魂へと遣い果たされ、消滅
してしまったことであろう
し、第二のばあいには、そ
の魂は物体ではなかったで
あろう

分有の不合理
としてよいか？

23�しかし、その魂が（物体
の）単なるパテーマ（性状）
であるとしても、「或る一つ
のものから生じた一つの性
質が多くのもののなかにあ
る」ということは、決して奇
異なことではなかったであ
ろう

25�また、そ
の魂を複合
体とみなし
ても、決して
奇妙なこと
ではなかっ
たであろう

だが、実際には、わ
れわれの定めるとこ
ろにしたがえば、そ
の魂は非物体的な
ものであるとともに
（性状などではなく
て）<ウーシアー
（有）>でもあるので
ある

5
では、それは多
くの魂のなかに
ありながら、どう
して<一つの有
>たりうるのであ
ろうか

おそらく、<一つの有>が全
体としてすべてのものに内
在しているからであるか、あ
るいは<全体であり一つで
ある有>から多くの魂が生
じても、その有は（一つであ
る有として）とどまっている
からであるかの、いずれか
であるからであろう

4�だからその有は
一つであり、多くの
魂はその一つのも
のとしての有に還元
されるのであって、
その一なる有は、自
己自身を多に与え
かつ与えないので
ある

5�すなわち、その一
なる有にとっては、
自己自身をすべて
のものに同時に提
供しうるとともに、い
かなる点において
も、個別的なものか
ら切り離されてはい
ないのである

だから、「同
じものが多
くのものに
内在してい
る」ことにな
るのである

7�人はこの
事実を、決
して疑って
はならない

学問の全体がある
とともに、その学問
の諸部分も全体で
あって、学問は全体
としてとどまってい
るのに、その学問か
ら諸部分が派生し
てくるのである

9�それに、
種子も全体
であるととも
に、その種
子から諸部
分が生じる
のであって

ーー種子の
ばあいに
は、それら
諸部分にお
いて分割さ
れることを
本性として
いるのであ
るがーー

そのそれぞ
れの部分が
全体であ
り、全体性
は少しも損
なわれるこ
となく全体
としてとどま
っているの
であって

ーーだが、
このばあい
には、素材
が分割をも
たらすので
はあるけれ
どもーー

すべての部
分が一つな
のである

「しかし、学
問のばあい
には、その
部分は全体
ではない」と
人は言うか
もしれない

12�いや、学問のば
あいにも、実際に取
り扱われるのは<必
要のある部分>で、
その部分が全面に
押しだされてはいる
けれども、他の諸部
分も潜勢的にその
部分に続いている
のである

だが、それらは
気付かれないに
すぎず、学問の
すべての部分
が、その部分に
含まれているの
である

14�学問におい
て全体と言われ
たり部分と言わ
れたりするの
は、おそらくこの
意味においてで
あろう

15�すなわち、
全体としての学
問には、すべて
がいわば現実
態として同時に
内在しているの
である

17�だが、これ
に対して、部分
のなかには、す
でに用意されて
いるのである
が、それは全体
といわば密接に
関連することに
よって効力を発
揮するのである

19�それで、「部
分は、他の諸定
理から切り離さ
れて孤立してい
る」と考えては
ならないのであ
る

20�もしそうでなけ
れば、その部分はも
はや技術に値する
ものでもなければ
学問に値するもの
でもなく、子供のた
わごとのようなもの
にすぎないことにな
るであろう

21�それゆえ、
もしその部分が
学問に値するも
のであれば、潜
勢的にはすべて
の部分を持つも
のであることに
なる

23�とにかく、学
のある者は、注
意深く考察する
ことによって、他
の諸部分をいわ
ば論理的な連
関性によって推
論するからであ
る

24�それに、幾
何学者も解析に
おいて、一つの
定理がその定
理に先立つすべ
ての定理を自
己自身の内に
持つとともに

ーーそれら
の定理を通
して解析が
行なわれる
のであるー
ー

その定理に
続く諸定理
をも

ーーそれら
はその定理
から導き出
されるので
あるがーー

自己自身の
内に持って
いることを明
らかにする
のである

28�しかしなが
ら、以上の件に
ついては、われ
われの弱さゆえ
に信じられず、
肉体ゆえに漠然
とした理解しが
たきものとされ
る

だが、あの知性
界においては、
全体的にも個別
的にも、すべて
がはっきりとして
いるのである


